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2003 年と 2007 年は、京都府の流行の規模が全国に比べ
て小さいことを示唆し、全数把握サーベイランスに切り
替わる前年の 2007 年は全国比 0.4 で、おおよそ全国の半
分以下の流行規模であったと考えられた。

表 3に定点把握サーベイランスを実施していた 2007 年
と全数把握サーベイランスを行った 2008 年の麻しん患者
報告数の変化を示した。2007 年には、京都府内小児定点
医療機関 68 定点から 33 人の麻しん患者報告があり、基
幹定点 7医療機関からの 15 歳以上の成人麻しん患者報告
はなかった。2008 年は、京都府内の麻しん患者報告数は
193 名で、2007 年に比べ約 5.8 倍であった。一方全国の
患者報告数は、2007 年は 4,108 人（内、成人麻しん 975 人）、
2008 年は 11,015 人と約 2.7 倍の増加であった。2008 年は
患者報告方法が全数報告に変更されたため、報告数だけ
の直接的な比較はできないが、報告数の増加率が全国と
比べて約 2倍であったことから、前年の 2007 年より大き
い流行が 2008 年に京都府内で起こったことが予測され
た。また、2008 年の麻しんの全報告数から、対人口 10
万人 8,9）あたりのり患率をみると、京都府 7.5 人、全国 8.6
人となり、ほぼ同レベルと考えられた。これらのことか
ら京都府では麻しんは 2007 年に比べて 2008 年の方がよ
り流行したが、2008 年の流行の規模は全国並みであった
と考えられた。

まとめ
1．感染症発生動向調査システムで 2008 年 1 月から 12 月
の麻しん患者報告数（京都府（京都市を除く））は、87
人（男性 52 人、女性 35 人）であった。
2．京都府内の麻しん発生は第 5週（1月）から報告され

始め、5月から 7月に患者数が増大し、8月にはほぼ終
息した。
3．年齢別では 15 歳以上の成人麻しん患者が 52 人（60％）
と多く、その中でも 30 歳未満が 45 人を占めた。
4．保健所別では、中丹東が最も多く 39 人で、次いで山
城北が 27 人であった。人口 10 万人あたりの麻しんり
患率は、京都市を除く京都府内では7.4人、京都市7.6人、
京都府全体では 7.5 人であった。
5．ワクチン既接種者のり患例が 23 人（患者全体の 26％）
となり、また、接種からの時間経過による予防効果の
減少が予想されたことから、第 2期～第 4期の予防接
種が麻しん対策には重要と考えられた。 
6．京都府では麻しんは 2007 年に比べて 2008 年の流行が
大きいと予測できたが、2008 年の流行の規模は全国並
みであったと考えられた。
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表 3　麻しん患者報告数の比較
2007 年 2008 年

京都府 33 193 （7.5）
全国 4,108 11,015 （8.6）

2007 年は定点報告数、2008 年は全数報告数
（）内は、2008 年の対人口 10万人あたりの報告数
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機関
コード

報告値
（μg/L）

標準偏差
変動係数

（％）
Zスコア 判 定

1 3.65 0.0470 1.29 0.37 満足
2 3.45 0.0875 2.54 -0.30 満足
3 3.58 0.0439 1.23 0.13 満足
4 3.38 0.1100 3.25 -0.53 満足
5 3.39 0.0120 0.35 -0.50 満足
6 3.04 0.1240 4.08 -1.66 満足
7 3.50 0.1220 3.49 -0.13 満足
8 3.27 0.2990 9.14 -0.90 満足
9 3.77 0.1220 3.24 0.77 満足
10 3.72 0.0356 0.96 0.60 満足
11 3.55 0.0150 0.42 0.03 満足
12 3.73 0.1570 4.21 0.63 満足
13 3.76 0.0243 0.65 0.73 満足
14 3.18 0.0806 2.53 -1.20 満足
15 3.53 0.0408 1.16 -0.03 満足
16 3.32 0.0700 2.11 -0.73 満足
17 3.33 0.1150 3.45 -0.70 満足
18 3.21 0.0715 2.23 -1.10 満足
19 3.90 0.2710 6.95 1.20 満足
20 3.89 0.1250 3.21 1.17 満足
21 3.59 0.1940 5.40 0.17 満足
22 3.45 0.0349 1.01 -0.30 満足
23 3.25 0.1782 5.48 -0.97 満足
24 2.92 0.2084 7.14 -2.06 疑義あり
25 3.76 0.0489 1.30 0.73 満足
26 3.69 0.0490 1.33 0.50 満足
27 0.0552 0.0069 12.50 --- ---
28 3.25 0.0230 0.71 -0.97 満足
29 3.60 0.0853 2.37 0.20 満足
30 3.97 0.1070 2.70 1.43 満足
31 3.84 0.0527 1.37 1.00 満足

注） 「報告値」中の斜体太字は、Grubbsの検定により有意水準5%で外れ値と
判定されたデータを示す。

表 2　平成 20 年度水道水質検査精度管理における各機関の報告データ（フェノール類）
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